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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 

大型獣（イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル） 

中獣類（ハクビシン、アナグマ、タヌキ、アライグマ、その他中獣類） 

鳥 類（カラス、サギ類、カワウ、その他鳥類） 

計画期間 令和８年度～令和１０年度 

対象地域 福井県 南越前町 

 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害防止に関する基本的な方針 

⑴ 被害の現状（令和７年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 
被害数値 

被害金額  (千円) 被害面積 (ａ) 

イノシシ 

水稲 ７,０５６ ４６７.５５ 

麦類 ０ ０.００ 

雑穀類 １７９ １６８.１６ 

飼料作物類 ０ ０.００ 

野菜類 ０ ０.００ 

果樹・花卉類 ０ ０.００ 

ニホンジカ 

水稲 １９,７９１ １,３１２.３１ 

麦類 ０ ０.００ 

雑穀類 ８２ ７６.３２ 

飼料作物類 ０ ０.００ 

野菜類 ６６２ ５１.００ 

果樹・花卉類 １５ ０.７０ 

ニホンザル 
野菜類 ０ ０.００ 

果樹・花卉類 ５８ ２.４８ 

中獣類 (ハクビシン等) － － － 

ツキノワグマ － － － 

鳥類 － － － 

合 計 ２７，８４３ ２,０７８.５２ 

※ 農業共済被害データ、各集落被害調査アンケート、現地聞き取り等による。 
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⑵ 被害の傾向 

① イノシシ 

 年間を通して町内全域で出没している。春先は農地や畦畔の掘り返しや山菜、春から

秋にかけては水稲、蕎麦などに被害が集中している。対策として、集落が電気柵やワイ

ヤーメッシュ柵などを設置しているが、完全に防止することができず被害が発生してい

る状況である。 

② ニホンジカ 

 年間を通して町内全域で出没している。水稲、蕎麦などの基幹作物、白菜、菊などの

野菜や花卉類にも被害が及んでおり、農業者の所得に大きく影響を与えている。近年、

捕獲頭数が増えてはいるものの、個体数が大幅に増加しており、今後、更なる被害拡大

が懸念される。 

③ ニホンザル 

 年間を通して南条地区、今庄地域ともにほぼ全区域において出没している。秋に柿な

どの果樹が被害に遭っている。群れの分布としては、サル群れ調査において本町では２

群確認されている。特に、日野川東部に分布する群れの規模が大きく、被害も大きい。

また、近隣市町からの予備群も確認されつつある。 

④ 中獣類 

 年間を通して町内全域で出没している。ハクビシン、アナグマ、タヌキなどによる畑

作物への被害が見受けられる。アライグマと推察される被害の痕跡も見られることか

ら、今後、警戒が必要である。 

⑤ 鳥類 

 年間を通して町内全域で出没している。カラスの糞による被害が発生している。 

 

 

⑶ 被害の軽減目標（重点対策獣：イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル） 

指 標 

現状値（令和７年度） 目標値（令和１０年度） 

被害金額 

（千円） 

被害面積 

（ａ） 

被害金額 

（千円） 

被害面積 

（ａ） 

イノシシ ７,２３５ ６３５.７１ ５,０６４ ４４４.９９ 

ニホンジカ ２０,５５０ １,４４０.３３ １４,３８５ １,００８.２３ 

ニホンザル ５８ ２.４８ ４０ １.７３ 

合 計 ２７，８４３ ２,０７８.５２ １９,４８９ １,４５４.９５ 
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⑷ 従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕
獲
等
に
関
す
る
取
組 

① 捕獲体制の整備 

 集落、地元猟友会（有害鳥獣捕獲

隊）、町（町鳥獣害対策協議会）が連

携・協力し、それぞれが役割を担い有害

獣捕獲を実施している。 

 有害捕獲隊員の育成のため、狩猟免許

の取得や更新に対し、費用の一部を助成

している。 

 集落において捕獲したイノシシやシカ

の処理が困難なことから、地元猟友会に

止めさしを委託し、捕獲隊員に捕獲や死

骸処理に対して報償費を支給している。 

 

 （一社）福井県猟友会南越前支部会員

の高齢化、新規狩猟免許取得者の減少に

より、有害獣の計画的な捕獲が困難とな

り、被害が更に拡大する恐れがある。新

たな人材の確保と効果的な捕獲を行うた

め、狩猟者を増やすことが必要である。 

捕獲頭数が増加していることから、死

骸を埋設する場所の確保、埋設以外の死

骸の処理方法が必要である。 

② 追い払い活動 

 ニホンザルの群れの動きを通信機能付

きＧＰＳ発信器で把握し、ホームページ

にて公開。また、テレメトリ発信器を活

用し、サル群れを追い払い活動に適した

個体数に調整するため、加害レベルの高

いニホンザルを選択的に捕獲する。 

 ニホンザルを追い払うため、集落に対

しロケット花火や爆竹を支給し、自主的

な追い払い体制の構築を支援している。 

 

 ニホンザルが花火の音に慣れてしまい

効果的な追い払いが困難になっている。 

 また、火災防止のため、空気が乾燥す

る時期や強風時には花火を使用すること

ができない。 

 加害レベルの高いニホンザルの捕獲が

計画通り進んでいないため、追い払い活

動に適した個体数となっていない群れが

ある。 

③ 捕獲機材の整備 

 各種有害獣用の箱わな、くくりわな等

の機材を整備し、集落への貸し出しや地

元猟友会々員への配布を行い、町内全域

で活用している。 

 大型の地獄檻とＩＣＴによる遠隔捕獲

機器を整備し、ニホンザルの捕獲に活用

している。 

 町内３地区に中獣類用の炭酸ガスによ

る殺処分器を整備している。 

 

ツキノワグマの錯誤捕獲を完全に防ぐ

ことが必要である。 

シカの捕獲強化が必要である。 

箱わな、くくりわな等の日々の管理に

要する時間と費用の軽減が必要である。 

ニホンザルの追い払いに適した頭数へ

の個体数調整が必要である。 
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防
護
柵
の
設
置
等
に
関
す
る
取
組 

① 侵入防止柵の設置・維持管理 

 集落がイノシシ、ニホンジカ、ニホン

ザル用の侵入防止柵（ワイヤーメッシュ

柵、電気柵、ネット柵）を設置する場合

に、資材費および集落から業者へ柵（ニ

ホンジカ用２.０ｍワイヤーメッシュ）

の設置を委託する場合の設置委託費に対

して補助を行っている。 

 設置後の点検や修繕などの維持管理に

ついては、集落が行っている。 

  

経年劣化等による効用の低下、倒木や

獣の被害による破損により、更新を必要

とする柵が多い。 

 人口減少や高齢化が進行している集落

では、作業に必要な人材が不足している

ため、適切な維持管理が段々と困難な状

況になってきている。 

 

⑸ 今後の取組方針 

１ 捕獲体制の強化 

・狩猟免許の取得や更新に対する支援を継続し、有害捕獲隊員の増加と育成を図る。 

・農用地における有害獣の出没状況に詳しい認定農業者等に対し、狩猟免許の取得を促

し有害捕獲隊員として活用することで、農用地での捕獲体制を強化し、農作物被害の削

減を図る。 

 

２ 侵入防止柵の設置の推進 

・侵入防止柵の資材と設置に関する補助を継続し、設置区域のさらなる拡大を図る。 

・国や県の事業を活用し、ニホンジカ用のワイヤーメッシュ柵の設置区域を拡大する。 

 

３ 捕獲に効率的な機器の導入と活用 

・ＩＣＴを活用した遠隔捕獲装置を導入し、効率的な有害獣の捕獲を行う。 

・ツキノワグマの錯誤捕獲防止に効果のある「くくりわな」を導入する。 

・サル群れの捕獲用として大型捕獲檻を導入し、捕獲効率を向上させる。 

 

４ サル探索用ＧＰＳ首輪装着の活用 

・サル群れの成獣または亜成獣メスに装着した「ＬｏｇｇＬａｗ Ｇ２Ｃ」（バイオロ

ギングソリューションズ株式会社製）のＧＰＳ首輪およびテレメトリ発信器を活用し、

追い払い活動に適した個体数に調整するため、加害レベルの高いニホンザルを選択的に

捕獲する。 

・サル群れの位置情報をホームページ等で広く住民に周知することで、住民による追い

払い活動を支援する。 

 

５ 大型排水管を利用した簡易減容化施設の活用 

・縦に埋設した「コルゲート管」の中にシカを投入し、ぼかしを撒いて蓋をして鍵をか

ける簡易施設を活用する。この施設を用いることで、シカの死骸処理を効率化する。 

 

６ 情報の共有と知識の向上 

・ＩＣＴを活用し、有害獣の出没状況、被害状況、捕獲状況を迅速に把握・共有する。 
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・有害獣ごとの特性や対策に関する知識の向上を図るため、関係者を対象とした研修会

等を開催する。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

⑴ 対象鳥獣の捕獲体制 

 鳥獣被害対策実施隊は、町職員および地元猟友会の推薦会員から組織しており、有害

鳥獣捕獲隊は、地元猟友会で組織している。 

 集落、地元猟友会（有害鳥獣捕獲隊）、町（町鳥獣対対策協議会）が連携・協力し有

害獣捕獲に関する体制を整備している。また、町は地元猟友会に捕獲業務を委託してい

る。各団体の主な役割については、次のとおりである。 
  

集落 捕獲檻の見回り、給餌、捕獲の通報、止め刺し立会、死骸処理 

地元猟友会 捕獲檻の設置・撤去・点検、止め刺し、死骸処理 

町 捕獲体制の調整、事業の委託、経費の補助・負担 
  

 

 

⑵ その他捕獲等に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容（計画） 

令和８年度 

～ 

令和１０年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

中獣類 

ツキノワグマ 

鳥類 

・狩猟免許の取得や更新に対する費用への助成 

・捕獲機材の整備および更新（箱わな・くくりわな） 

・侵入防止柵の設置資材および設置委託費への補助 

・追い払いのためのロケット花火や爆竹の支給 

・捕獲に効率的な機器の導入 

・ニホンザルの群れの捕獲に関する業務委託 

・集落、地元猟友会を対象とした研修会の開催 
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⑶ 対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

① 過去３ヶ年の捕獲頭数 
 

対象鳥獣 
年 度 ３ヶ年 

平 均 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ ２７４頭 １５６頭 ２７９頭 ２３６頭 

ニホンジカ １，１７３頭 ２，１９２頭 １，４４２頭 １，６０２頭 

ニホンザル ６頭 １６頭 １５頭 １２頭 

中獣類 ８８頭 １３６頭 １６３頭 １２９頭 

ツキノワグマ ９頭 ２６頭 １８頭 １７頭 

鳥類 ０羽 ０羽 ０羽 ０羽 

 

② 過去３ヶ年の捕獲状況 

ａ イノシシ 

 捕獲頭数の過去３ヶ年の平均は２３６頭であった。豚熱の影響により一時減少して

いた個体数は徐々に回復しており、以前のように農作物への被害や畦畔の掘り起こし

などの被害が頻繁に発生していることから、再び捕獲の強化を図る必要がある。 

 

ｂ ニホンジカ 

 捕獲頭数の過去３ヶ年の平均は１，６０２頭であった。水稲、麦、蕎麦などの基幹

作物、梅や水仙などの果樹や花卉類など、様々な農作物に被害が発生しており、農業

者の所得に大きな影響を与えている。近年の雪不足などの影響から個体数は増加して

いると推測されることから、引き続き捕獲の強化を図る必要がある。 

 

ｃ ニホンザル 

 捕獲頭数の過去３ヶ年の平均は１２頭である。令和５年度に実施したサル群れの頭

数調査の結果は、南越前Ｃ群は７８頭、南越前Ｄ群は３１頭。追い払いに適した頭数

は３０頭前後のため、引き続き南越前Ｃ群の捕獲の強化を図る必要がある。 

 追い払いに適した頭数への個体数調整とサル群れの位置情報をホームページ等で広

く住民に周知を行っており、引き続き住民による追い払い活動の支援が必要である。 

 

ｄ 中獣類 

 捕獲頭数の過去３ヶ年の平均は１２９頭であり、個体数の増加による被害拡大を防

止するため、引き続き捕獲を行う必要がある。 

 

ｅ ツキノワグマ 

 捕獲頭数の過去３ヶ年の平均は１７頭であり、近年、ブナやドングリなどの堅果類

の実が不作であることや山と人里の緩衝地帯が失われつつあることなどの影響によ
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り、住宅地など人里近辺において目撃情報が多数報告されており、緩衝地帯の整備や

誘引樹木伐採、住民の安全を確保するための緊急銃猟の体制整備など対応を強化して

いく必要がある。 

 

ｆ 鳥類 

 花火や爆竹などによる追い払いが主な対策である。糞などにより住民の生活にも影

響が発生していることから、引き続き追い払いの強化を図る必要がある。 

 

③ 捕獲計画頭数の設定方法 

 農用地および住宅地に被害を及ぼす鳥獣類を中心に捕獲を実施する。特に被害が多い

イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルについては、福井県第二種特定鳥獣管理計画に示さ

れた農林業被害の軽減目標の実現を目指し捕獲を強化する。 

 
 

対象鳥獣 年間の捕獲計画頭数の設定方法 

イノシシ 

豚熱の影響により減少した個体数が回復し増加傾向にあると思わ

れるため、令和８年度以降の目標頭数は、令和７年度の捕獲頭数

２７９頭の約１．２５倍の３５０頭とする。 

ニホンジカ 

県の第二種特定鳥獣管理計画で示された捕獲目標頭数と近年の捕

獲頭数の増加、また令和６年度の過去最高捕獲頭数２，１９２頭

を考慮し、令和８年度以降は、令和７年度捕獲頭数の約１．６倍

を捕獲計画数とする。 

ニホンザル 

令和７年度の丹南ユニットニホンザル地域実施計画の捕獲目標数

の同等数を捕獲計画数とする。 

追い払いに適した頭数に個体数調整を実施する必要があることか

ら、５０頭とする。 

中獣類 

令和７年度の捕獲頭数は１６３頭であり、令和５年度と比較する

と約１．８５倍である。今後も個体数の増加が推測されるため、

令和８年度以降の目標頭数は、令和７年度の捕獲頭数１６３頭の

約１．２２倍の２００頭とする。 

ツキノワグマ 
福井県第二種特定鳥獣管理計画で示された捕獲目標頭数と、出没

の状況に応じて、判断する。 

鳥類 鳥類は追い払いのみ実施する。 
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捕獲計画数等 

対象鳥獣 
捕獲計画数 

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

イノシシ ３５０頭 ３５０頭 ３５０頭 

ニホンジカ ２，３００頭 ２，３００頭 ２，３００頭 

ニホンザル ５０頭 ５０頭 ５０頭 

中獣類 ２００頭 ２００頭 ２００頭 

ツキノワグマ － － － 

鳥類 － － － 

 

 

捕獲等の取組内容 

対象鳥獣 捕獲方法 期間 地域 

イノシシ 

くくりわな 

箱わな 

銃器 

通年 町内全域 

ニホンジカ 

くくりわな 

箱わな 

囲いわな 

銃器 

通年 町内全域 

ニホンザル 

箱わな 

囲いわな 

銃器 

通年 
南条地区 

今庄地域 

中獣類 箱わな 通年 町内全域 

ツキノワグマ    

鳥類    

 

 

⑷ 許可権限の委譲事項 

有害鳥獣捕獲等の許可権限については既に委譲済み 
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４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

⑴ 侵入防止柵の整備計画 

年度 対象鳥獣 種類 延長 地域 

令和８年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

電気柵 ７.５㎞ 

町内全域 ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝１．０ｍ） ３.０㎞ 

ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝２．０ｍ） １３.０㎞ 

令和９年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

電気柵 ７.５㎞ 

町内全域 ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝１．０ｍ） ３.０㎞ 

ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝２．０ｍ） １３.０㎞ 

令和１０年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

電気柵 ７.５㎞ 

町内全域 ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝１．０ｍ） ３.０㎞ 

ワイヤーメッシュ柵（Ｈ＝２．０ｍ） １３.０㎞ 

 ※ 延長は、新規の設置および既存柵の更新の合計となっている。 

 ※ 何れの柵の整備も、必要に応じて国および県の事業を活用する。 

 

 

⑵ その他被害防止に関する取組み 

年度 対象鳥獣 取組内容（計画） 

令和８年度 

～ 

令和１０年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

中獣類 

ツキノワグマ 

鳥類 

・狩猟免許の取得や更新に対する費用への助成 

・捕獲機材の整備および更新（箱わな・くくりわな） 

・侵入防止柵の設置資材への補助 

・追い払いのためのロケット花火や爆竹の支給 

・捕獲に効率的な機器の導入 

・ニホンザルの群れの捕獲に関する業務委託 

・集落、地元猟友会を対象とした研修会の開催 
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５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場

合の対処に関する事項 

⑴ 関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

南越前町鳥獣害対策協議会 

・狩猟免許の新規取得や更新に対する補助 

・捕獲機材の整備および更新（箱わな・くくりわな） 

・侵入防止柵の設置資材への補助 

南越前町 

・情報収集 

・関係機関との連絡調整 

・捕獲、止めさし、死骸処理の委託や費用負担 

・地域住民、学校、保育施設等への周知 

・クマの緊急銃猟対応 

南越前町鳥獣被害対策実施隊 
・捕獲、止めさし、死骸処理の実施 

・集落に対する侵入防止対策の指導や助言 

南越前町有害鳥獣捕獲隊 ・捕獲・止めさし・死骸処理の実施 

福井県猟友会南越前支部 

・実施隊員および捕獲隊員の人選 

・実施隊員および捕獲隊員への指導や助言 

・クマの緊急銃猟対応 

福井県越前警察署 

・パトロールの実施 

・人的被害防止に関する活動や啓発 

・クマの緊急銃猟対応 

 

 

⑵ 緊急時の連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 捕獲した対象鳥獣は、現場または持ち帰りによる埋設処理を基本とする。埋設処理が

困難な場合は、委託事業者による焼却処分とする。 

 また、捕獲頭数の増加により埋設場所が不足しているため、簡易埋設施設の整備を計

画的に実施する。また、焼却施設や減容化施設、食肉加工施設等の整備についても今後

検討する。 

 

南越前町 

 関係集落の区長および住民 

 学校・保育施設関係 

 実施隊・捕獲隊・地元猟友会 

 警察関係 

目撃者 

遭遇者 



- 11 - 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

 捕獲頭数の増加により埋設場所が不足しているため、国や県の事業を活用し食肉加工

施設の整備を推進し、食肉または加工品として活用を図ることを検討する。 

 

 

８．被害防止施策の実施体制に関する事項 

⑴ 協議会に関する事項 

被害防止対策協議会の名称 南越前町鳥獣害対策協議会 

構成機関の名称 役     割 

南越前町（農林水産課） 

・協議会の事務運営 

・有害鳥獣捕獲の許可等に関する事務 

・関係機関との連絡調整や各種情報の集約と発信 

・被害防除に関する活動や啓発 

・集落における有害鳥獣対策に関する指導者の育成 

福井県丹南農林総合事務所 
・鳥獣被害防止対策に関する助言や指導 

・集落における有害鳥獣対策に関する指導者の育成 

越前たけふ農業協同組合 
・農作物等における被害把握と情報提供 

・被害防除に関する活動や啓発 

南条郡森林組合 
・山林に関する被害把握と情報提供 

・被害防除に関する活動や啓発 

南越前町農家組合長 
・集落における被害把握と情報提供 

・隣接集落との情報共有や連携 

福井県猟友会南越支部 
・南越支部管内の有害鳥獣に関する情報提供 

・広域的な有害鳥獣の捕獲活動への連携協力 

福井県猟友会南越前支部 

・実施隊員および捕獲隊員の人選 

・実施隊員および捕獲隊員への指導や助言 

・有害鳥獣の捕獲、止めさし、死骸処理 

・捕獲檻の設置、点検 

・有害鳥獣の生息状況の把握 

福井県農業共済組合 ・農作物等における被害把握と情報提供 

福井県越前警察署 ・有害鳥獣による人的被害防止に関する活動や啓発 

福井森林管理署 
・山林に関する被害把握と情報提供 

・被害防除に関する技術等の提供 
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⑵ 関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役     割 

丹南地域鳥獣害対策連絡会 

(事務局：丹南農林総合事務所内) 

丹南地区管内の関係部局の連携強化と、有害鳥獣によ

る農林被害に関する研修会の開催および対策検討等 

丹南地域鳥獣害対策協議会 

(事務局：構成市町) 

丹南地区管内の市町の連携強化と、有害鳥獣の生息状

況等の情報共有、有害鳥獣の捕獲に関する研修会の開

催および対策検討、捕獲事業の実施等 

 

 

⑶ 鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 町職員および地元猟友会の会員により構成し、有害鳥獣の生息、被害状況等の調査、

有害鳥獣の捕獲活動および集落に対する侵入防止対策の指導や助言を行う。 

 

 

⑷ その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 各集落に有害鳥獣対策に関する指導者を育成し、合わせて地元の認定農業者等の狩猟

免許取得を推進することで、集落における有害鳥獣からの自己防衛力を高め、住民主体

による効果的な防除、追い払い、捕獲が実施できる体制を整備する。また、有害鳥獣の

急激な個体数の増加や重大な被害が発生した場合に早急に対処ができるよう、県や関係

機関との連携の強化を図る。 

 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 各集落における人材の不足に対応するため、南越前町鳥獣害対策協議会において効率

的かつ負担の少ない捕獲機材の導入を進める。 

 


